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<シンポジウムだより>

“人工知能システムの研究開発"

今年 (1972) の 3 月 6 日から 9 日間にわたって，

JITA 国際シンポジウム“人工知能システムの研究

開発" (JIT A International Symposium on Inforｭ

mation Processing System~1972) が， 日本産業技

術振興協会 (JITA=Japan Industrial Technology 

Association) 主催によって，機械振興会館(東京・

芝)でおこなわれた. 1980 年代の電子計算機Vス

テム，工業用ロポザトなどの開発には，人工知能シ

ステムの研究開発が先行しなければならず，また，

この人工知能システムの研究開発にあたっては，そ

の基礎の解明，ソフトウェアの開発，パターン認

識，生体機能，システム用デパイスなどの研究が，

有機的かつ多角的に展開されなければならない. こ

のような主旨で，産業界か，研究機関におけるこの

分野の研究開発の促進を目標として，このシンポジ

ウムが開催されたわけである.招待講演者は，人工

知能，パター γ認識，システムエレメント，システ

ム管理の各方面における世界的な権威者 9 人であ

り，残念ながら， 日本からは基調となる講演は準備

されていなかったが，多数の日本側からのパネリス

トをまじえた討論が活発におこなわれた. ともすれ

ば，空転する討論になりかねなかったが，しかしこ

れも，この問題が，広範囲な分野にまたがり，深遠

な内容をもち，ほとんど未踏の問題ばかりであるた

めであろう.このシンポジウムの意義が高いのも，

一つには，これゆえであるかもしれない.以下，ごく

手短かに，講演，討論で触れられたたくさんのこと

がらから，いくつか“抜き書き"しておきたい(講

演順に).くわしく知りたし、ばあいには，学会でこ

の各講演の前刷(英文)を読むことができる.

L. D. Harmon (ベル研究所，パター γ認識，神

経システムの情報処理( 1) Artificial Intelliｭ

gence: 頭脳とコ γピュータは，本質的相違をみせ

ていて，この機械知能は，自然知能とはほとんど関

係のないようにみえる.これらの相違点や，神経シ

ステム，視覚システムについてどこまでわかってい

るか，また，現在までの機械知能の諸研究を概観/

機械のやる盤ヂームは，各盤のポジションを，別々

の新しい問題だとして解決しようとして，人聞のよ

うな一貫したプランと長期間にわたるストラテジ

ーをもつことはない. (2) Human~face identifiｭ

cation by people and by computers :人間の顔の

識別をおこなうマン・マシンシステムに関する実験

的研究 (Harmon 自身による)を述べる/言葉で述

べた顔の特徴をもとにして画家の描いた絵を使っ

て，人間による識別能力のテスト.電算機によって

ポケさせたポートレートを使って，人聞の識別限界

のテスト.さらに，人間と機械が協力するシステム

をつくり，異常な特徴をつかみとるという人間のす

ぐれた面と，統計的なデータ処理をきちんとやって

決定を下すという機械のすぐれた面をもたせて，テ

ストした.

K. S. Fu (Purdue 大学， パターン認識， 学習シ

ステム) Syntactic (Li昭uistic) Pattern Recogniｭ

tion: パターン認識へのシジタクティック(言語的)

なアプローチの紹介と諸研究の概観/図を構成して

いる原始要素の選択 (primitive selection) /原始要

素聞を“つなぐ、"“文法"をデータから推論する問題

など.あらかじめ文法(たとえば文脈自由型とか)

をきめて，認識システムをつくれればよいが，一般

にはそうはいかない/文法の生成能力を広げるとシ

ステム設計は困難をきわめて，カテゴリーの区別が

おちる 一方，生成能力をおさえようとすると，や

さしくなるが，きゅうくつなカテゴリーとなり，例

外的パターンの濃度はふえてしまう/文法推論は，

このパターン認識方法の難点である/deformation

をうけたパター γに対しては，確率的言語の使用の

提案

E. R. Caianiello (ナポリのサイパネティッグス

研究所，理論物理，サイパネティックス Brain

models, natural languages, and robots : 目首とし、

う複雑な organization を研究するには， 自然言語

を実験素材とすべきである.自然言語を，その形式

的な derivation にアプリオリな仮定をおくのでな

くして. phenomenologically に研究する/“知能"
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という大きな問題では，現在， f可を解決するかとい

うことでなくして，仰を問題とすベさかであるかの

段階である/“法員ij" (laws) と“議員U" (rules) を

はっきり区別しなければならないE 総のそデ;vì主，

解部学と生理学との研究にもとづいてつくられる

が，それは，特定の仕事をする R ポザトを， どのよ

うにつくればよいかというところまでは教えてくれ

ないー

B. Raphael (SRI口スタンブォード研究所，ロポ

、l' }，人工知能(1) The role of formal theo・

rem proving in arti長cíal intelligence systems: 

人工知能システムは， 1，、くつかの前提から総論を引

き出す能力をもたねばならない/命題篤と，第一階

述議論理を述べて，電算機によって推論をどのてい

ど自動化できるか/資総応答システムやpñt\!fト tこ

推論能力をどう組み込むか/γγ ・ぜシンシステム

は近い将来の形態であり，しかし終局目的は， pure 

machine system であり Tこい/論理的な縫論は，間

怒領域が大きくなるとどうしても限界がでる，この

点はだれしも感じていることである/高階論理にし

ても大きな密難がある/Go は，たとえばシャノ

ンのチェスプ世グラムのようなものではだめで，

pattern recognition などとの関係でとりあっかう

ものであち，今後のおもしろい問題でおろう.

For棉al prぬlem solving は，わずかの初恕情報

をもとにして幾総を議ねて，深い解に3?:ることを特

徴とするが，もう一つの Infoγ仲間1 problem solving 

をえお常の人践の行動にみられるような，たくさん

の初期データから，浅い推論で結論を得ることを特

徴として，どちらの問題も人工知援の問題である/

論理的推論の限界はあるにしても，第一階途語算

は，務夜では，滋まきな笈務手!療をもっ綾も強カな論

理手ノステムである/恥solution principle の紹介/

人工知能研究者の醤擦の一つは，侭といっても，

Newell の言葉“search for generality" にある.

Artificial IntelIigence (AI) 
---ザ-\-一~ー~一一

つまり，…つの問題領域からlJlJの(できればもっと

間然な〉開怒領域へ転換できる方法，滋ーのプ世グ

ラムかシステムが，広範聞の問題に適F自できF ること，

etc. (2) Rob白t research at Stanford Research 

Institute :一種総合研究的性格をもっ， SRI のロボ

ザト研究の開発と統合，および歴史と動機/知覚，

認知，遼護者，を総びあわすことは部難なことだが，

興味深い問題で恥心課題である/研究成楽のt J主体

的な産業j二の問題に応F認する日約で最近はじめられ

たプロジェグトについて/visual-perception sysｭ

tems で務夜興味があるのは，パダ{γ認識という

よりかむしろ scene-analysis である. つまり三

次元的場遜の記述をおこなうプログラムであり，二

次元的ピグチュアの分類宅kおこなうプログラムマは

ない/低い会のj二にある蕊方体の物体を，会の J:に

あがるために，自分で斜閣物体を用意して，台から

落とす戸ポザトの型軽感/コ Yピュ…タで斜線}された

carts が， 1-ことえば，工場などで， 自分で動いてい

って， visual feedback による manipulators をも

っていて，現在のような間定された manipulators

では処還しきれないような毘題をとり扱うようにな

ることは，現在の技術で可能なものである‘

G. W. Stroke (State Univ. of New York，電子

オ令官グラブィー Information processing 

by holography :ホログラブィーを用いた情報処暖

技術によって，光メモ担ーやフ-lJエ変換を武意書と

して，画像バター γ情報処理が実用されると盟、われ

る/ホログラブィツクシステムが，単独で用いられ

るだけでなく，電算機や俄の演算装置と組み合わさ

れたものとして，オートメーションやブ]:1セスヌン

ト]:1-ルの中に利用されることが予想される/ホ官

グラブィー技術の綴観.

H-J.Queiss号r (MaxωPlanck-Institut f� Fest事

körperforschung, ドイラ"半導体， オプト品レグ

ト P ユグス(1) The relaxation case-a new 

-- ----也--- -------

regime of semiconductor behavｭ

ior. (2) Principles of operaｭ

tﾎon for semiconductor photon 

devices. For明al problem solving Machine that 
games, puzzles understand 
mathematics information retrieval 
(Geometry. CaJculus) finding relevant facts 

na tural !anguages 

Machines th唱t interact 
perceptio時

Vls10n 

character recognition 
scene analysis 
speech 
roるot control 
manipulators 
veh兤les 
problem solving 

G.B.D母vey (National Science 

Foundation，研究開発管理，テグ

ノロジ…アセスメント，システム

工学) Project management for 

automation technology : Pattern 

information processing (PIP) の

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



シンポジウム Tごより 303 

ような，高度な技術分野を成功させるためには ers の能力を越えたものであり， これはおもに，

R&D  の適切な formulation と管理運営が重要 機械が帰納仮説を立てることができないことによつ

である/基本的な未解決な技術問題がすぐにわかる ている/デログラムの correctness proof s を試み

ように，完全な計画と目擦が用意されなければなら る人は，背後の数学的構造をしっかりつかまなけれ

ない/利用可能な資力資源の効果的配分や，どのよ ばならない.

うなことが新しく必要とされる可能性があるか/研 J. McCarthy (スタ γフォード大学，人工知能，

究評価，評価基準設定の問題/多面的研究が十分促 プログラミング言語 Representation of infor-

進され，同じ問題に対しでもいろいろな解答案がで mation for general intelligence :問題解決につい

てくる確率を高める/プロジェクトマネジメントに ての従来のプログラムは，狭い領域に限定されて

は，研究者には十分な柔軟性をあたえ，創造性とイ いた.したがって，情報を電算機に都合のよいよう

ノベーショ γを高める環境を保ちながら，慎重にプ にどう表現するかは，プログラマにまかされてい

ロジェクトの方向を指示するようなものでなければ た/“general intelligence" への接近として，述語

ならない/アメリカにおける，国の経済的発展を目 算の適当な拡張による文章形態で情報を表現する/

的とした公共投資による大規模な技術開発計画，バ causality を記述するformalisms/従来の哲学の問

ターン情報処理技術開発の現状/日米科学協力計画 題に，人工知能の観点から接近/PLANNER 言語

の提案. は， relational structure をそのままあっかうこと

R. M. Burstall (エジンパラ大学，マシンイ Y ができる/人工知能の研究には“Set theory is good 

テリジェンス( 1) Robot and vision work at for you"/人聞の visual system は，ほとんど何も

Edinburgh: 可動テープル，手， TV カメラを備え わかっていない.このシステムのまねのできるプロ

たロボヅトの製作/MIT の PLANNER のアイディ グラムができればすばらしい/三次元物体の知覚問

アによる POP-2 のプログラム言語を拡張して， 題は，概して，1.二次元へのプロジェクショ γ( こ

non-deterministic な back-track programming が のため“三次元"としての情報がいくらか失われる)

できた/Resolution principle による定理証明法 2_ occlusion (物と物とが重なってみえる場合，ー

が，ロポットのために研究された/ロボットの視覚 部分がかくれてしまう 3. distortion 4. noise 

では，ピクチュアの中の relational structure と addition 5. irrelevant detail/プログラムは，情

既知対象の structure の matching が中心課題であ 報の射影である/一度事実がはっきりすると，自明

る. ( 2) Proving properties of programs :プロ に思えてくる，ゲームをやる機械には知能はないと

グラムの correctness に対する proof 技術は，たく 思えてくる/科学の方法を哲学の問題に応用した

さん開発されてきたが，実際例に応用することはな い/機械のほうから世界像を evolve するのであっ

お多くの問題がある/Proof 技術の問題は，とく て，人聞が自分の世界像を与えるのではない.しか

に，プログラム言語の semantics に関連して，計算 しこれは困難なことであるので，人聞の像形成をま

機科学に新しい洞察を与えるものであろう /Proofs ず研究することから始めたい， etc. 

を発見することは，まだ mechanical theorem prov- 原 Jj!:，堀部安一)
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